〈巻頭言〉小袖文様に物語を読む ―「ひいながた」の魅力― by 齋藤 望
（ 2 ）　大谷大学図書館・博物館報（第３４号）
　江戸時代の小袖に興味を持つ学生が増えて
います。ファッションに関心があると、普段
はキモノと無縁の生活を送っていても、近世
の染織のデザインが、意外と楽しいことを発
見するのでしょう。
　小袖の図柄には流行があります。それを知
る有力な手がかりが、小袖雛形本と呼ばれる
ファッションブックです。寛文６年（１６６６）
の『御ひいなかた』以降、装いを新にしつつ
刊行され続け、その数は１２０種以上に及ぶと
いわれます。その時々の最先端の小袖文様を
知ることができます。そのいくつかは複製本
もありますが、どこの図書館にでもあるとい
うものではありません。そこで役立つのがイ
ンターネットの古典籍データベースです。寛
文７年の『新撰御ひいながた』（『御ひいなか
た』の再刊本）は、国立国会図書館デジタル
コレクションで見ることができます。
　寛文期の小袖は、しばしばモチーフの奇妙
な取り合わせで構成され、そこに何らかの物
語が隠されています。当時の人々は、見れば
すぐにその意味を理解したはずですが、現代
の私たちには、まさに謎解きです。
　インターネットを検索すれば、すぐにわか
るものもあります。『新撰御ひいながた』か
ら、よく知られた例をあげます。モチーフは
単純で、橋に 杜若 （図１）。『伊勢物語』「東下
かきつばた
り」の段の「 八 橋 」を表現しています。主人
やつ はし
公は 三 河 の国八橋で、咲き誇る杜若を見て都
み かわ
を思い歌を詠みます。「 唐 衣 きつつなれにし
から ごろも
つましあればはるばる 来 ぬる旅をしぞ思ふ」。
き
各句のはじめの一字が「かきつばた」になっ
ています。 尾 形 光 琳 （１６５８～１７１６）の「八橋
お がた こう りん
蒔絵硯箱」（東京国立博物館）を持ち出すま
でもなく、橋と杜若、もしくは杜若だけで
も、「八橋」と決まっていました。
　しかし、この図では、さらに先がありま
す。右肩に配された、小さな切れ込みが入っ
た丸い文様は 雪 輪 です。中に「雪」の字があ
ゆき わ
ります。杜若に雪とは奇妙な取り合わせです
が、「東下り」を読み進めるとわかります。
 駿 河 の国にいたると、「富士の山を見れば、
する が
 五月 のつごもりに、雪いと白うふれり」と雪
さ つ き
が出てきます。そこで詠んだ歌が「時しらぬ
山は富士の 嶺 いつとてか 鹿 子 まだらに雪のふ
ね かの こ
るらむ」。雪輪の中に点々と散らしてあるの
は染織技法の鹿子絞りを意味し、さりげなく
「鹿子まだら」も取り込んでいるのです。さ
らに全体としてみると、杜若の咲く背の部分
が八橋、橋の左が来し方の都、右がこれから
行く駿河という時間の経過をあらわした巧み
な構成になっています。
　次は少し変わったものを（図２）。書込み
に「月 うミ の
（海）
 うへ に
（上）
 うさき の
（兎）
 もやう 」とあ
（模様）
り、右肩に明け方の 有 明 の月、裾からは波が
あり あけ
湧き上がり、耳が異様に長い兎が跳躍してい
ます。現実にはありえない光景です。能の
「 竹 生 島 」の一節、「月海上に浮かむでは、兎
ちく ぶ しま
も波を 奔 るか」により、月光に映える波頭を
はし
兎に見立てたもので、図では兎が波の一部に
なっています。海上に浮かぶ月のイメージは
満月でしょうが、前寄りにカーブする兎の耳
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とのバランスを優先して有明月としたので
しょう。
　月の繋がりでもう１点（図３）。月に鎌と
 木賊 。ずばり「
と く さ
 とくさ 
（木賊）
かり のもやう」と書き
（刈）
込んであります。能の「木賊」には、『 夫 木 和
ふ ぼく
歌抄』の源仲正の歌「とくさ刈るその 原 山 の
はら やま
 木 の 間 よりみがきい出でぬる秋の夜の月」が
こ ま
引かれます。磨いたような月といえば満月。
しかしここでも有明月です。 片 身 替 りの区画
かた み がわ
や木賊、鎌のカーブに、月の弧線を対応させ
た結果です。満月では面白くないとの判断で
しょう。物語の細かいところにはこだわらず
に、デザインを重視していることがわかりま
す。
　典拠は能ばかりではありません。中国の故
事もあります。「雪 竹子 のもやう」とある図
たけのこ
（図４）は、雪輪と筍、笠の奇妙な取り合わ
せ。寒中に母に筍を供えた 孟 宗 を知っていれ
もう そう
ばすぐにわかります。肩の二つの雪輪で筍に
降り積もる雪を、右袖から裾にかけて配され
た大きな雪輪と笠で、雪中で筍を探す孟宗を
あらわしています。彼は二十四孝の一人とし
て有名でした。
　こうした趣向は小袖に限ったことではあり
ません。祇園祭の木賊山・孟宗山は言うまで
もなく、広く画題に取り上げられ、工芸品を
飾り、意外にも刀装具の鐔にも見ることがで
きます。浮世絵も例外ではありません。人々
は、能や『平家物語』、日本語訳の『三国志演
義』などを通じて、古典文学や中国の故事を
よく知っていたのです。
　小袖を見て直感でおもしろいと感じている
学生たちに、小袖文様の意味を探る楽しさを
どう伝えるか。インターネットで検索してい
るだけでは読み解くことはできません。先行
研究を調べ、関連作品を探し、史料に当たる
ことが必要です。今後、インターネット上の
情報は、ますます充実していくことでしょう
が、それだからこそ、専門図書を備えた大学
図書館の存在が重要になっています。
図１　はしニかきつハ
た
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